
 

調理実習等における新型コロナウイルス対応ガイドライン 

 

1. 参加者について 

① 当日自宅にて検温し 37.5度以上の時は参加を控える。また、２週間以内に発熱等の症状がある

方及び、感染の多い地域に行かれた方は参加を控える。 

 

2. 調理実習開始前 

① 実施会場にて、初めに検温し 37.5度以上の時は参加を控え、参加者においては、必ずマスク

を着用し、アルコール等で手指消毒を行う。 

 

3. 調理室の使用について 

① 使用人数は１テーブルで 2～3名程度とする。 

（人との間隔はあけ、作業中はマスク着用を必須とする。） 

② 調理室では、必ずマスク着用し、手洗いは３０秒程度かけて水と石けんで丁寧に行う。 

（手指消毒の使用も可） 

③ 調理室内の換気は 30分毎を目安に行う。 

④ 実習指導者（講師）は、あらかじめ実習する内容を効率的に行えるよう工夫する。実習指導者

は、マスクやフェイスシールドを使用する。 

⑤ 参加者は不要な会話は極力控える。（会話をする際は、可能な限り真正面は避ける） 

 

４. 試食（会食）について 

   ① 大皿は避けて、料理は個々に盛り付ける。 

   ② 試食の場合は、対面ではなく横並びで座り、料理に集中しおしゃべりは控えめにする。 

   ③ お茶等の飲み回しはしない。 

    

５. 調理実習終了後 

① 使用した調理器具や食器を洗い、布巾でふき、元の場所に戻す。 

② 使用したテーブルや手の触れた場所等はアルコールで拭きとる。 

③ マスク着用し、充分な手洗いまたは、手指消毒を行い帰宅する。 
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